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筑
紫
女
学
園
所
蔵
水
月
哲
英
関
係
資
料
目
録
（
附

水
月
哲
英
略
年
譜
）

木

本

拓

哉

凡

例

一
、
本
目
録
は
、
筑
紫
女
学
園
が
所
蔵
す
る
学
園
創
立
者
水
月
哲
英
（
明
治
元
年

﹇
一
八
六
八
﹈
〜
昭
和
二
十
三
年
﹇
一
九
四
八
﹈）
に
関
す
る
資
料
に
つ
い

て
作
成
し
た
も
の
で
あ
る
。
な
お
、
こ
の
目
録
は
人
間
文
化
研
究
所
創
立
三

十
周
年
記
念
事
業
の
成
果
の
一
部
で
あ
る
。

二
、
本
目
録
の
記
載
事
項
は
、
通
し
番
号
、
作
品
名
、
写
真
、
員
数
、
品
質
形
状
、

法
量
、
銘
文
等
、
内
容
、
作
者
、
制
作
年
、
解
説（
書
き
下
し
文
、
押
韻
等
）、

所
在
で
あ
る
。
た
だ
し
、
作
品
に
よ
っ
て
は
採
ら
な
い
事
項
も
あ
り
、
別
事

項
を
立
て
る
こ
と
も
あ
る
。

三
、
本
目
録
は
、
下
記
調
査
員
に
よ
る
資
料
調
査
に
基
づ
く
。
資
料
調
査
は
、
令

和
元
年
（
二
〇
一
九
）
十
月
十
日
と
令
和
二
年
（
二
〇
二
〇
）
三
月
十
三
日

に
筑
紫
女
学
園
中
学
校
・
高
等
学
校
所
在
分
、
令
和
二
年
（
二
〇
二
〇
）
三

月
十
六
日
に
筑
紫
女
学
園
大
学
所
在
分
を
対
象
と
し
て
行
っ
た
。

時
里
奉
明
（
学
術
情
報
部
長
、
文
学
部
教
授
）

小
林
知
美
（
文
学
部
准
教
授
）

小
林
久
泰
（
研
究
所
研
究
主
任
、
文
学
部
准
教
授
）

金
見
倫
吾
（
研
究
所
リ
サ
ー
チ
ア
ソ
シ
エ
イ
ト
、
非
常
勤
講
師
）

田
鍋
隆
男
（
研
究
所
客
員
研
究
員
、
元
福
岡
市
博
物
館
学
芸
員
）

木
本
拓
哉
（
研
究
所
客
員
研
究
員
、
非
常
勤
講
師
）

四
、
本
目
録
の
編
集
は
木
本
拓
哉
が
行
っ
た
。
編
集
に
あ
た
っ
て
は
八
嶋
義
之
氏

（
研
究
所
客
員
研
究
員
、
福
岡
市
史
編
さ
ん
室
嘱
託
員
）
に
協
力
を
い
た
だ

い
た
。
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【
主
な
参
考
文
献
】

・
水
月
文
英
『
回
想
録
』（
花
田
弥
郎
・
芹
川
乵
編
輯
、
筑
紫
女
学
園
、
一
九
七
二
年
二

月
）

・『
近
代
洋
画
と
福
岡
県
』（
福
岡
県
文
化
会
館
、
一
九
八
〇
年
三
月
）

・
野
田
正
明
『
福
岡
県
西
洋
画

近
代
画
人
名
鑑
』（
近
代
画
人
名
鑑
刊
行
会
、
一
九
九

五
年
十
二
月
）

・『
崇
信

筑
紫
女
学
園
の
宗
教
教
育
』（
筑
紫
女
学
園
、
二
〇
〇
七
年
五
月
）

・
九
州
産
業
考
古
学
会
『
福
岡
の
近
代
化
遺
産
』（
弦
書
房
、
二
〇
〇
八
年
一
月
）

・
筑
紫
女
学
園
百
年
史
編
集
委
員
会
『
筑
紫
女
学
園
百
年
史
』（
筑
紫
女
学
園
、
二
〇
〇

九
年
五
月
）

水月哲英肖像
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目

録

01

墨
書
「
穆
」

【
員
数
】
一
幅

【
品
質
形
状
】
紙
本
墨
書

掛
幅
装

【
法
量
】
縦
三
六
・
七
セ
ン
チ

横
四
七
・
三
セ
ン
チ

【
銘
文
等
】
墨
書
「
穆
」

引
首
印
「
昇
降
居
」（
白
文
長
方
印
）

落
款
印
章
「
哲
」「
水
月
／
道
人
」（
白
文
方
印
）

「
哲
／
英
」（
朱
文
方
印
）

【
作
者
】
水
月
哲
英

【
制
作
年
】
未
詳

【
解
説
】

こ
の
掛
け
軸
は
中
高
の
茶
道
部
が
所
蔵
し
て
い
る
。

儒
教
の
経
書
で
あ
る
『
詩
経
』（
大
雅
、
烝
民
）
に
「
穆
如
清
風
（
穆
と
し
て

清
風
の
如
し
）」
と
い
う
言
葉
が
あ
る
。
心
を
穏
や
か
に
し
て
、
清
ら
か
な
風
の

よ
う
で
あ
る
と
い
う
意
味
で
、
お
だ
や
か
な
さ
ま
を
意
味
す
る
「
穆
」
は
茶
道
の

精
神
に
適
っ
た
言
葉
で
あ
る
。

学
園
の
創
立
ま
も
な
い
明
治
四
十
年
（
一
九
〇
七
）
に
学
内
組
織
「
精
華
会
」

が
作
ら
れ
、
生
徒
た
ち
は
活
発
な
課
外
活
動
を
行
っ
て
い
た
。
そ
の
中
に
礼
法
部

が
あ
り
、
礼
法
や
茶
道
や
華
道
な
ど
を
学
ん
で
い
た
。
哲
英
が
茶
道
を
礼
法
を
学

ぶ
大
切
な
も
の
と
し
て
考
え
て
い
た
こ
と
が
伺
え
る
。

【
所
在
】
筑
紫
女
学
園
中
学
校
・
高
等
学
校

02

墨
書
「
一
語
一
黙
」

【
員
数
】
一
幅

【
品
質
形
状
】
紙
本
墨
書

掛
幅
装

【
法
量
】
縦
一
二
二
・
七
セ
ン
チ

横
三
〇
・
五
セ
ン
チ

【
銘
文
等
】
墨
書
「
一
語
一
黙
従
容
中
道
以
合
於
坤
静

之
礼
則
讒
慝
不
作
而
家
道
雍
穆
矣
」

五



引
首
印
「
昇
降
居
」（
白
文
長
方
印
）

落
款
印
章
「
水
月
道
人
哲
」

「
水
月
／
道
人
」（
白
文
方
印
）

「
哲
／
英
」（
朱
文
方
印
）

【
作
者
】
水
月
哲
英

【
制
作
年
】
未
詳

【
解
説
】

（
書
き
下
し
文
）
一
語
一
黙
従
容
と
し
て
道
に
中
り
、
以
て
坤
静
の
礼
に
合
す

れ
ば
、
則
ち
讒
慝
作
ら
ず
、
而
し
て
家
道
雍
穆
せ
ん
。

こ
の
一
節
は
『
女
四
書
』
の
「
内
訓
」
に
見
え
る
も
の
で
、「
内
訓
」
は
中
国

明
王
朝
の
仁
孝
文
皇
后
（
一
三
六
二
〜
一
四
〇
七
。
永
楽
帝
の
皇
后
）
が
著
し
た

も
の
で
あ
る
。

『
女
四
書
』
に
は
「
内
訓
」
の
他
に
、
後
漢
の
班
昭
の
「
女
誡
」、
唐
の
伝
宋
尚

宮
の
「
女
論
語
」、
明
の
王
相
の
母
劉
氏
の
「
女
範
捷
録
」（
和
刻
本
で
は
唐
の
侯

莫
陳
邈
の
妻
鄭
氏
の
「
女
孝
経
」）
が
収
め
ら
れ
て
い
る
。

こ
の
一
節
は
「
自
然
に
ふ
る
ま
い
静
か
で
あ
れ
ば
家
庭
は
和
ら
ぐ
」
と
い
う
意

味
で
あ
る
。

「
精
華
会
」
は
教
職
員
及
び
在
校
生
に
よ
り
結
成
さ
れ
た
が
、
卒
業
生
も
賛
助

会
員
と
し
て
所
属
し
て
い
た
。
そ
の
賛
助
会
員
の
内
、
大
正
三
年
（
一
九
一
四
）

に
結
婚
し
た
者
に
紀
念
と
し
て
精
華
会
よ
り
哲
英
が
揮
毫
し
た
掛
け
軸
が
贈
ら
れ

て
お
り
、
そ
れ
に
も
こ
の
一
節
が
書
か
れ
て
い
た
。

【
所
在
】
筑
紫
女
学
園
中
学
校
・
高
等
学
校

03

墨
書
「
一
語
一
黙
」

【
員
数
】
一
幅

【
品
質
形
状
】
紙
本
墨
書

掛
幅
装

【
法
量
】
縦
一
二
五
・
八
セ
ン
チ

横
三
一
・
九
セ
ン
チ

【
銘
文
等
】
墨
書
「
一
語
一
黙
従
容
中
道
以
合
於
坤
静

之
礼
則
讒
慝
不
作
而
家
道
雍
穆
矣
」

引
首
印
「
閑
情
時
又
／
夢
風
涼
」（
朱
文
長
方
印
）

落
款
印
章
「
水
月
道
人
哲
」

「
水
月
／
道
人
」（
白
文
方
印
）

「
哲
／
英
」（
朱
文
方
印
）

【
作
者
】
水
月
哲
英

【
制
作
年
】
未
詳

【
解
説
】

02
と
同
じ
漢
文
が
書
か
れ
て
い
る
。
哲
英
は
こ
の
文
章
を
好
ん
で
い
た
の
だ
ろ

う
。ま

た
こ
の
掛
け
軸
は
楽
山
荘
で
保
管
さ
れ
て
い
た
。
こ
の
楽
山
荘
は
学
園
創
立

五
十
周
年
を
迎
え
た
昭
和
三
十
二
年
（
一
九
五
七
）
に
建
設
が
計
画
さ
れ
、
昭
和

三
十
九
年
（
一
九
六
四
）
に
造
ら
れ
た
研
修
施
設
で
あ
る
。
落
成
以
来
、
高
等
学

六



校
二
年
生
の
日
帰
り
研
修
の
場
と
し
て
使
わ
れ
て
い
た
。

楽
山
荘
が
作
ら
れ
た
の
は
哲
英
の
没
後
で
あ
る
が
、
哲
英
の
掛
軸
が
掛
け
ら
れ

て
い
た
こ
と
で
、
哲
英
の
志
を
学
ぶ
場
と
し
て
も
意
識
さ
れ
て
い
た
の
だ
ろ
う
。

【
所
在
】
筑
紫
女
学
園
中
学
校
・
高
等
学
校

04

七
言
律
詩
「
八
十
一
年
値
改
年
」

【
員
数
】
一
幅

【
品
質
形
状
】
紙
本
墨
書

掛
幅
装

【
法
量
】
縦
九
一
・
五
セ
ン
チ

横
二
三
・
六
セ
ン
チ

【
銘
文
等
】
墨
書
「
八
十
一
年
値
改
年
年
頭
偏
願
学
神
仙

北
窓
支
枕
老
愚
蹇
臥
見
浮
雲
横
眼
前
」

引
首
印
「
昇
降
居
」（
白
文
長
方
印
）

落
款
印
章
「
昭
和
二
十
三
年
元
旦

八
十
一
翁
水
月
哲
英
」

「
水
月
／
道
人
」（
白
文
方
印
）

「
哲
／
英
」（
朱
文
方
印
）

巻
留
墨
書
「
水
月
哲
英
絶
筆
」

【
作
者
】
水
月
哲
英

【
制
作
年
】
昭
和
二
十
三
年
（
一
九
四
八
）

【
解
説
】

（
書
き
下
し
文
）
八
十
一
年
値
は
年
を
改
む

年
頭
偏
え
に
願
う
神
仙
に
学
ぶ
を

あ
し
な
え

北
窓
に
枕
を
支
え
老
愚
蹇
し

臥
し
て
浮
雲
を
見
れ
ば
眼
前
に
横
た
う

（
押
韻
）
年
、
仙
、
前
。
下
平
声
の
第
一
「
先
」。

昭
和
二
十
三
年
（
一
九
四
八
）
元
旦
の
筆
で
あ
る
。
こ
の
詩
を
詠
ん
だ
二
か
月

後
の
三
月
に
逝
去
し
た
。

年
頭
に
あ
た
り
神
仙
に
学
ぼ
う
と
願
っ
た
。
神
仙
は
不
老
不
死
の
力
を
持
っ
た

神
で
あ
る
。
窓
か
ら
見
え
る
雲
を
見
つ
め
て
、
や
り
残
し
た
こ
と
に
思
い
を
馳
せ

て
い
た
か
ら
不
老
不
死
の
力
を
手
に
入
れ
た
か
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。

【
所
在
】
筑
紫
女
学
園
大
学

05

七
言
律
詩
「
春
来
博
仰
昭
和
光
」

【
員
数
】
一
幅

【
品
質
形
状
】
紙
本
墨
書

掛
幅
装

【
法
量
】
縦
一
三
四
・
四
セ
ン
チ

横
三
一
・
五
セ
ン
チ

【
銘
文
等
】
墨
書
「
春
来
博
仰
昭
和
光
何
才
徳
哉
満
蹇
房
八七



十
八
齢
世
猶
健
亦
旬
加
四
侍
高
堂
」

引
首
印
「
閑
情
時
又
／
夢
風
涼
」（
朱
文
長
方
印
）

落
款
印
章
「
哲
」

「
昇
降
／
居
／
主
人
」（
白
文
方
印
）

「
水
月
哲
／
英
之
印
」（
朱
文
方
印
）

巻
留
墨
書
「
母
堂
米
寿
賀

哲
英
抄
」

【
作
者
】
水
月
哲
英

【
制
作
年
】
未
詳

【
解
説
】

（
書
き
下
し
文
）
春
来
り
て
博
く
仰
ぐ
昭
和
の
光

何
ぞ
才
徳
や
蹇
房
を
満
た
ん

八
十
八
齢
世
猶
お
健
や
か

亦
た
旬
に
四
を
加
え
高
堂
に
侍
る

（
押
韻
）
光
、
房
、
堂
。
下
平
声
の
第
七
「
陽
」。

誰
か
の
母
親
の
米
寿
を
祝
っ
て
詠
ま
れ
た
漢
詩
で
あ
る
。「
才
徳
が
困
窮
な
部

屋
を
満
た
し
」
と
詠
ん
で
お
り
、
そ
の
母
堂
の
人
柄
が
よ
く
伝
わ
っ
て
く
る
よ
う

で
あ
る
。

【
所
在
】
筑
紫
女
学
園
大
学

06

七
言
律
詩
「
鐵
筋
高
築
背
松
高
」

【
員
数
】
一
幅

【
品
質
形
状
】
紙
本
墨
書

掛
幅
装

【
法
量
】
縦
一
三
三
・
二
セ
ン
チ

横
三
三
・
八
セ
ン
チ

【
銘
文
等
】
墨
書
「
鐵
筋
高
築
背
松
高
呻
唔
響
山
又
壓
谿

中
有
先
生
多
喜
色
三
千
輩
出
当
賢
妻
」

引
首
印
「
昇
降
居
」（
白
文
長
方
印
）

印
章

「
水
月
／
道
人
」（
白
文
方
印
）

「
哲
／
英
」（
朱
文
方
印
）

巻
留
墨
書
「
水
月
哲
英
老
□
書
」

【
作
者
】
水
月
哲
英

【
制
作
年
】
未
詳

【
解
説
】

（
書
き
下
し
文
）
鐵
筋
高
築
背
は
松
よ
り
高
し

こ

呻
唔
は
山
に
響
き
又
た
谿
を
壓
ゆ

中
に
先
生
有
り
て
喜
色
多
し

三
千
輩
出
し
当
に
賢
妻
と
な
る
べ
し

（
押
韻
）
谿
、
妻
。
上
平
声
の
第
十
二
「
齊
」

八



昭
和
三
年
（
一
九
二
八
）
に
哲
英
は
藍
綬
褒
章
を
賜
っ
た
。
そ
れ
を
記
念
し
て

計
画
さ
れ
た
の
が
新
校
舎
の
建
設
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
昭
和
十
年
（
一
九
三
五
）

に
新
校
舎
を
完
成
し
た
。
そ
の
時
の
こ
と
を
詠
ん
だ
漢
詩
で
あ
る
。

九
月
三
十
日
に
落
成
し
た
新
校
舎
は
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
製
の
三
階
建
て
で

あ
っ
た
。
当
時
の
福
岡
市
内
で
も
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
製
の
校
舎
は
珍
し
か
っ

た
。
喜
び
の
声
は
山
に
響
き
、
谷
を
越
え
る
と
詠
ん
で
い
る
の
で
、
そ
の
喜
び
の

大
き
さ
が
伺
え
る
。

【
所
在
】
筑
紫
女
学
園
大
学

07

漢
詩
三
題

【
員
数
】
一
幅
三
紙

【
品
質
形
状
】
紙
本
墨
書

掛
幅
装

【
法
量
】
﹇
上
﹈
縦
二
五
・
九
セ
ン
チ

横
二
四
・
一
セ
ン
チ

﹇
中
﹈
縦
二
六
・
八
セ
ン
チ

二
四
・
一
セ
ン
チ

﹇
下
﹈
縦
二
五
・
〇
セ
ン
チ

二
七
・
三
セ
ン
チ

【
銘
文
等
】
﹇
上
﹈
墨
書
「（
08
参
照
）」

引
首
印
「
昇
降
居
」（
白
文
長
方
印
）

落
款
印
章
「
昭
和
二
十
年
十
月

水
月
哲
英
」

「
哲
」（
白
文
方
印
）、「
英
」（
朱
文
方
印
）

﹇
中
﹈
墨
書
「
愚
童
老
将
辭
筑
紫
／
四
旬
年
育
六
千
媛
／
時
然
萬
感

総
多
悔
／
貫
未
来
因
右
一
存
」

引
首
印
「
昇
降
居
」（
白
文
長
方
印
）

落
款
印
章
「
昭
和
廿
一
年
三
月

水
月
哲
英
」

「
哲
」（
白
文
方
印
）、「
英
」（
朱
文
方
印
）

﹇
下
﹈
墨
書
「（
04
参
照
）」

引
首
印
「
昇
降
居
」（
白
文
長
方
印
）

落
款
印
章
「
昭
和
二
十
三
年
元
旦

八
十
一
翁

水
月
哲
英
」

「
哲
」（
白
文
方
印
）、「
英
」（
朱
文
方
印
）

【
作
者
】
水
月
哲
英

【
制
作
年
】
﹇
上
﹈
昭
和
二
十
年
（
一
九
四
五
）

﹇
中
﹈
昭
和
二
十
一
年
（
一
九
四
六
）

﹇
下
﹈
昭
和
二
十
三
年
（
一
九
四
八
）

【
解
説
】

（
書
き
下
し
文
）﹇
中
﹈
愚
童
老
将
筑
紫
を
辞
す

四
旬
の
年
育
て
る
は
六
千
の
媛

時
然
り
て
萬
感
総
て
悔
い
多
し

た
っ
と

未
来
の
因
を
貫
き
一
存
を
右
ぶ

昭
和
二
十
一
年
（
一
九
四
六
）
三
月
、
哲
英
は
校
長
を
引
退
し
て
い
る
。
筑
紫

女
学
園
は
明
治
四
十
年
（
一
九
〇
七
）
に
開
学
し
て
お
り
、
そ
れ
か
ら
約
四
十
年

九



た
っ
て
い
る
。
そ
の
間
に
六
千
人
も
の
卒
業
生
を
送
り
出
し
た
。
こ
れ
ま
で
の
こ

と
を
振
り
返
り
、
様
々
な
思
い
が
込
み
上
げ
て
き
た
の
だ
ろ
う
。

【
所
在
】
筑
紫
女
学
園
中
学
校
・
高
等
学
校

08

七
言
律
詩
「
松
慶
堂
真
重
古
跡
」

【
員
数
】
一
面

【
品
質
形
状
】
紙
本
墨
書

色
紙
額
装

【
法
量
】
縦
二
七
・
一
セ
ン
チ

横
二
五
・
一
セ
ン
チ

【
銘
文
等
】
墨
書
「
松
覆
堂
空
重
古
跡

館
避
戦
火
保
新
身

快
哉
此
地
無
窮
感

筑
紫
媛
長
成
清
人
」

引
首
印
「
昇
降
居
」（
白
文
長
方
印
）

落
款
印
章
「
昭
和
二
十
年
二
月

水
月
哲
英
」

「
哲
」（
白
文
方
印
）、「
英
」（
朱
文
方
印
）

【
作
者
】
水
月
哲
英

【
制
作
年
】
昭
和
二
十
年
（
一
九
四
五
）

【
解
説
】

（
書
き
下
し
文
）
松
覆
堂
の
空
重
古
の
跡

館
は
戦
火
を
避
け
新
身
を
保
つ

快
き
か
な
此
の
地
窮
感
無
し

筑
紫
の
媛
長
じ
て
清
人
と
成
ら
ん

昭
和
十
九
年（
一
九
四
四
）九
月
に
歩
兵
連
隊
が
校
舎
に
駐
留
す
る
よ
う
に
な
っ

た
。
翌
二
十
年
（
一
九
四
五
）
に
は
軍
司
令
部
が
あ
っ
た
舞
鶴
城
が
爆
撃
に
あ
っ

た
た
め
、
司
令
部
が
本
校
に
移
転
し
て
き
た
。
そ
の
た
め
本
校
の
東
側
に
あ
る
西

光
寺
（
警
固
）
の
本
堂
に
学
び
の
場
を
移
し
た
。
そ
の
時
に
詠
ま
れ
た
漢
詩
だ
ろ

う
。

【
所
在
】
筑
紫
女
学
園
中
学
校
・
高
等
学
校

一
〇



09

七
言
律
詩
「
僧
居
北
筑
靏
城
隣
」

【
員
数
】
一
面

【
品
質
形
状
】
紙
本
墨
書

色
紙
額
装

【
法
量
】
縦
二
七
・
三
セ
ン
チ

横
二
四
・
一
セ
ン
チ

【
銘
文
等
】
墨
書
「
僧
居
北
筑
靏
城
隣

四
十
年
留
縁
與
因

詩
悦
老
翁
戦
時
感

愛
媛
活
躍
六
千
人
」

引
首
印
「
昇
降
居
」（
白
文
長
方
印
）

落
款
印
章
「
㐂
寿
所
感

水
月
道
人
哲
」

「
哲
」（
白
文
方
印
）、「
英
」（
朱
文
方
印
）

【
作
者
】
水
月
哲
英

【
制
作
年
】
未
詳

【
解
説
】

（
書
き
下
し
文
）
僧
北
筑
に
居
る
は
靏
城
の
隣

四
十
年
留
ま
る
縁
と
因

詩
は
老
翁
を
悦
ば
す
戦
時
の
感

愛
媛
活
躍
す
六
千
人

（
押
韻
）
隣
、
因
、
人
。
上
平
声
の
第
十
一
「
真
」。

哲
英
七
十
七
歳
、
昭
和
十
九
年
（
一
九
四
四
）
の
書
で
あ
る
。
明
治
三
十
四
年

（
一
九
〇
一
）
に
ア
メ
リ
カ
か
ら
帰
国
し
、
翌
年
に
仏
教
中
学
の
教
頭
と
な
り
、

明
治
四
十
年
（
一
九
〇
七
）
に
筑
紫
女
学
校
を
開
校
さ
せ
た
。
そ
れ
か
ら
お
よ
そ

四
十
年
。
戦
時
中
で
も
、
漢
詩
を
作
る
こ
と
が
喜
び
で
あ
る
と
詠
ん
で
い
る
。

【
所
在
】
筑
紫
女
学
園
中
学
校
・
高
等
学
校

一
一



10

七
言
律
詩
「
太
平
洋
久
晴
雲
横
」

【
員
数
】
一
面

【
品
質
形
状
】
紙
本
墨
書

額
装

【
法
量
】
縦
一
九
・
六
セ
ン
チ

横
三
三
・
一
セ
ン
チ

【
銘
文
等
】
墨
書
「
太
平
洋
久
晴
雲

横
十
億
人
高
憤

米
英
日
出
春
朝

波
不
驚
大
東
亜

圏
一
時
明
」

引
首
印
「
昇
降
居
」（
白
文
長
方
印
）

落
款
印
章
「
勅
題
海
上
日
出

哲
英
」

「
哲
」（
白
文
方
印
）、「
英
」（
朱
文
方
印
）

【
作
者
】
水
月
哲
英

【
制
作
年
】
未
詳

【
解
説
】

（
書
き
下
し
文
）
太
平
洋
久
し
く
晴
れ
雲
横
た
わ
る

十
億
人
高
く
米
英
を
憤
す

日
の
出
の
春
朝
波
驚
か
ず

大
東
亜
圏
一
時
も
明
る
か
ん

（
押
韻
）
横
、
英
、
明
。
下
平
声
の
第
八
「
庚
」。

昭
和
十
九
年
（
一
九
四
四
）
の
歌
会
始
の
勅
題
「
海
上
日
出
」
に
因
み
作
ら
れ

た
も
の
で
あ
る
。
歌
会
始
の
勅
題
を
詠
ん
だ
漢
詩
は
い
く
つ
か
作
っ
て
い
た
よ
う

で
、
そ
れ
ら
は
校
友
誌
『
筑
紫
』
に
寄
せ
て
い
る
。

【
所
在
】
筑
紫
女
学
園
中
学
校
・
高
等
学
校

一
二



部分

11

墨
書
「
發
揚
國
體
精
華
」

【
員
数
】
一
面

【
品
質
形
状
】
紙
本
墨
書

額
装

【
法
量
】
縦
三
十
・
五
セ
ン
チ

横
一
一
一
・
八
セ
ン
チ

【
銘
文
等
】
墨
書
「
發
揚
國
體
精
華
」

引
首
印
「
閑
情
時
又
／
夢
風
涼
」（
朱
文
長
方
印
）

落
款
印
章
「
昭
和
十
八
年
天
長
節
伴
弌
清
粲

哲
」

「
昇
降
／
居
／
主
人
」（
白
文
方
印
）

「
水
月
哲
／
英
之
印
」（
朱
文
方
印
）

【
作
者
】
水
月
哲
英

【
制
作
年
】
昭
和
十
八
年
（
一
九
四
三
）

【
解
説
】

昭
和
十
八
年
（
一
九
四
三
）
の
天
長
節
に
あ
た
り
揮
毫
し
た
書
で
あ
る
。「
國

體
精
華
」
は
『
教
育
勅
語
』
に
あ
る
「
國
體
ノ
精
華
」
を
踏
ま
え
た
も
の
で
あ
ろ

う
。
天
長
節
を
含
め
た
四
大
節
に
は
、
学
校
で
校
長
が
生
徒
を
集
め
て
「
教
育
勅

語
」
を
読
み
上
げ
て
い
た
。
恐
ら
く
哲
英
も
学
生
の
前
で
読
み
上
げ
て
い
た
と
思

わ
れ
る
。

戦
前
の
哲
英
は
「
国
体
精
華
」
の
語
を
含
む
漢
詩
を
度
々
詠
ん
で
い
る
。

【
所
在
】
筑
紫
女
学
園
中
学
校
・
高
等
学
校

一
三



印章

12

墨
書
「
見
善
如
不
及
」

【
員
数
】
一
面

【
品
質
形
状
】
紙
本
墨
書

額
装

【
法
量
】
縦
三
三
・
三
セ
ン
チ

横
一
二
七
・
六
セ
ン
チ

【
銘
文
等
】
墨
書
「
見
善
如
不
及
」

引
首
印
「
閑
情
時
又
／
夢
風
涼
」（
朱
文
長
方
印
）

落
款
印
章
「
水
月
道
人
哲
」

「
昇
降
／
居
／
主
人
」（
白
文
方
印
）

「
水
月
哲
／
英
之
印
」（
朱
文
方
印
）

【
作
者
】
水
月
哲
英

【
制
作
年
】
未
詳

【
解
説
】

「
見
善
如
不
及
」（
善
を
見
て
は
及
ば
ざ
る
が
ご
と
し
）
は
『
論
語
』
季
氏
篇
に

見
え
る
言
葉
で
、
善
い
も
の
を
見
た
な
ら
ば
そ
れ
に
向
か
っ
て
努
力
す
る
と
い
う

意
味
で
あ
る
。

若
い
頃
か
ら
漢
学
に
親
し
ん
で
い
た
哲
英
な
ら
で
は
の
書
と
い
え
よ
う
。

【
所
在
】
筑
紫
女
学
園
中
学
校
・
高
等
学
校

一
四



引首印

13

墨
書
「
有
終
」

【
員
数
】
一
幅

【
品
質
形
状
】
紙
本
墨
書

額
装

【
法
量
】
縦
三
二
・
五
セ
ン
チ

横
六
二
・
五
セ
ン
チ

【
銘
文
等
】
墨
書
「
有
終
」

引
首
印
「
閑
情
時
又
／
夢
風
涼
」（
朱
文
長
方
印
）

落
款
印
章
「
哲
」

「
昇
降
／
居
／
主
人
」（
白
文
方
印
）

「
水
月
哲
／
英
之
印
」（
朱
文
方
印
）

【
作
者
】
水
月
哲
英

【
制
作
年
】
未
詳

【
解
説
】

『
詩
経
』「
大
雅
」
に
「
初
め
有
ら
ざ
る
な
し
、
克
く
終
有
る
鮮
し
」
と
あ
る
。

こ
れ
は
「
有
終
の
美
を
飾
る
」
の
「
有
終
」
で
、
最
後
ま
で
や
り
遂
げ
成
果
を
挙

げ
る
と
い
う
意
味
で
あ
る
。
最
後
ま
で
教
育
に
身
を
さ
さ
げ
る
哲
英
の
思
い
が
込

め
ら
れ
て
い
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。

ま
た
『
易
経
』「
謙
」
に
は
「
労
謙
す
。
君
子
終
有
り
て
、
吉
な
り
」
と
あ
る
。

こ
の
君
子
の
「
有
終
」
と
は
、
大
功
が
あ
っ
た
と
し
て
も
少
し
も
誇
ら
ず
、
謙
徳

を
全
う
す
る
と
い
う
意
味
と
し
て
解
釈
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
意
味
に
当
て
は
め
る

な
ら
ば
、
ま
さ
に
こ
れ
は
哲
英
が
掲
げ
た
学
園
の
三
徳
目
で
あ
る
「
品
性
」「
勤

労
」「
質
素
」
の
徳
育
・
知
育
・
体
育
の
人
間
教
育
に
繋
が
る
も
の
と
な
る
だ
ろ

う
。

【
所
在
】
筑
紫
女
学
園
中
学
校
・
高
等
学
校

一
五



19丁目裏

14
『
遺
稿
』

【
員
数
】
一
冊

【
品
質
形
状
】
紙
本
墨
書

仮
綴
装

【
法
量
】
縦
二
三
・
二
セ
ン
チ

横
一
五
・
五
セ
ン
チ

【
内
容
】（
題
目
の
み
抜
粋
）

「（
題
未
詳
）」「
納
涼
記
」「
暑
中
北
窓
ニ
眠
ル
ノ
記
」「
頼
朝
ノ
論
」「
太
閤

秀
吉
ノ
論
」「
恭
時
ノ
論
」「
字
ハ
學
フ
ヘ
キ
ノ
説
」「
筭
ハ
學
フ
ヘ
キ
説
」

「
農
ハ
務
ム
ヘ
キ
説
」「
信
長
論
」「
勉
強
ハ
富
貴
ノ
基
タ
ル
説
」「
習
字
務

メ
ザ
ル
ベ
カ
ラ
サ
ル
説
」「
人
ハ
萬
物
ノ
霊
タ
ル
ノ
論
」「
節
倹
ノ
諭
」「
暑

中
北
窓
ニ
書
ヲ
讀
ム
ノ
記
」「
觀
月
ノ
記
」「
学
術
ハ
幼
時
ニ
於
テ
ス
ヘ
キ

論
」（
※
写
真
頁
）「
徳
川
家
康
論
」「
道
真
ノ
論
」「
楓
葉
ヲ
観
ル
ノ
記
」

「
虚
言
ス
ヘ
カ
ラ
サ
ル
説
」「
農
業
ヲ
盛
大
ニ
ス
ヘ
キ
論
」「
良
友
ヲ
撰
フ
ヘ

キ
説
」「
孝
ハ
義
□
ノ
本
タ
ル
説
」「
釣
魚
ノ
記
」「
兄
弟
友
愛
ハ
厚
ク
ス
ヘ

キ
論
」「
中
秋
月
ヲ
弄
ス
ル
ノ
記
」「
友
ハ
撰
フ
ヘ
キ
説
」「
人
ハ
勉
強
ス
ヘ

キ
説
」「
人
ハ
勉
強
ス
ヘ
キ
説
」「
雨
中
學
校
ニ
登
ル
途
中
ノ
記
」「
新
聞
ノ

説
」「
大
石
義
雄
論
」「
楠
正
行
ノ
論
」「
季
冬
市
ニ
遊
フ
ノ
記
」「
教
化
ヲ
厚

ク
ス
ヘ
キ
論
」「
人
ハ
禽
獣
ト
異
ナ
ル
論
」「
新
年
学
校
開
業
テ
祝
文
」「
藝

ハ
身
ヲ
助
説
」「
土
筆
ヲ
採
ル
記
」「
重
盛
論
」「
勉
強
ハ
富
貴
ノ
基
タ
ル

説
」「
動
物
ヲ
妄
ニ
殺
ス
ヘ
カ
ラ
サ
ル
説
」「
夢
ヲ
記
」「
光
陰
ヲ
惜
ム
ヘ
キ

説
」「
同
説
」「
同
説
」「
陰
徳
ア
レ
ハ
陽
報
ア
ル
説
」「
民
権
ヲ
主
張
ス
ヘ
キ

論
」「
神
武
天
皇
祭
ノ
祝
詞
」「
字
ハ
學
フ
ヘ
キ
説
」「
暑
中
北
窓
ニ
書
ヲ
讀

ム
ノ
記
」「
春
遊
記
」「
小
學
生
賀
天
長
節
記
」「
郵
便
ノ
事
ヲ
記
」「
博
覧
會

ヲ
見
ル
記
」「
早
梅
ヲ
捜
ル
ヲ
記
ス
」「
湖
辺
ニ
遊
ヲ
記
」「
小
学
校
ノ
事
ヲ

記
」「
病
中
ノ
感
ヲ
記
」「
田
家
秋
晩
ノ
事
ヲ
記
ス
」「
雪
夜
讀
書
ノ
事
ヲ

記
」「
水
ヲ
愛
ス
ル
記
ス
」「
雨
ノ
事
ヲ
記
」「
蒸
気
船
ノ
事
記
」「
公
園
地
遊

ヲ
記
」「
新
年
宴
會
記
」「
算
ハ
学
フ
ヘ
キ
説
」「
健
康
ヲ
保
ツ
説
」「
養
生

術
」「
電
信
機
説
」「
可
知
律
法
説
」「
愚
者
ト
雖
勤
勉
ス
ヘ
キ
説
」「
平
生
ヲ

慎
ム
可
キ
説
」「
暦
ノ
説
」「
小
学
ノ
業
ハ
必
ス
学
フ
ヘ
キ
説
」「
潮
ノ
満
干

ノ
説
」「
物
ヲ
偏
愛
ス
ヘ
カ
ラ
サ
ル
ノ
説
」「
其
分
ヲ
守
ル
ヘ
キ
説
」「
不
義

ノ
賊
ハ
益
ナ
キ
説
」「
人
ヲ
誹
謗
ス
ヘ
カ
ラ
サ
ル
説
」「
偽
飾
ハ
為
ス
可
ラ
サ

ル
説
」「
小
事
ヲ
軽
忽
ニ
ス
可
ラ
サ
ル
説
」「
機
器
ハ
惜
シ
マ
ス
ニ
用
ユ
ヘ
キ

一
六



説
」「
樂
ハ
苦
ノ
種
ト
ナ
ル
説
」「
傲
ハ
生
レ
易
キ
説
」「
世
間
ヲ
知
ラ
ヌ
者

ハ
己
ヲ
慢
ス
ル
説
」「
光
陰
ヲ
惜
ム
ノ
説
」「
勤
勉
ス
ル
モ
ノ
ニ
貧
困
ナ
キ

説
」「
財
業
ヲ
耻
可
ラ
ス
ノ
説
」「
雜
草
ノ
勉
メ
テ
除
ヘ
キ
説
」「
犬
ハ
人
間

有
用
ノ
畜
類
タ
ル
ノ
説
」「
梅
ヲ
愛
ス
ル
説
」「
秋
日
田
家
ニ
遊
ヲ
記
」「
海

辺
ニ
遊
ヲ
記
」

（
識
語
）
墨
書
「
明
治
拾
四
年
四
月
六
日
写
之
者
也
／
吉
冨
仲
丸
」

【
作
者
】
水
月
哲
英

【
制
作
年
】
明
治
十
四
年
（
一
八
八
二
）

【
解
説
】

こ
の
冊
子
は
罫
線
紙
に
毛
筆
で
書
か
れ
た
も
の
で
、
前
半
と
後
半
と
で
罫
線
の

色
が
赤
と
青
と
に
な
っ
て
い
る
。そ
の
前
半
の
最
後
に
明
治
十
四
年（
一
八
八
二
）

の
識
語
が
記
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
前
半
と
後
半
と
同
一
の
も
の
も
あ
り
、
後
半
の

方
が
丁
寧
に
書
か
れ
て
お
る
こ
と
か
ら
、
後
半
は
前
半
を
も
と
に
書
き
加
え
た
も

の
だ
と
思
わ
れ
る
。
明
治
十
四
年
、
哲
英
は
十
四
歳
で
は
筑
後
教
校
（
後
の
久
留

米
真
宗
中
学
）
で
学
ん
で
い
た
こ
ろ
で
あ
る
。

こ
の
冊
子
の
内
容
は
諭
説
と
雑
記
と
か
ら
成
り
、
そ
れ
ぞ
れ
数
行
の
短
い
文
章

で
あ
る
。「
頼
朝
ノ
論
」「
信
長
論
」
な
ど
の
人
物
評
か
ら
、「
兄
弟
友
愛
ハ
厚
ク

ス
ヘ
キ
論
」「
人
ハ
勉
強
ス
ヘ
キ
説
」
な
ど
の
道
徳
・
教
育
に
つ
い
て
論
じ
て
い

る
。
哲
英
の
少
年
時
代
の
学
び
の
様
子
が
知
れ
る
貴
重
な
資
料
で
あ
る
。

【
所
在
】
筑
紫
女
学
園
中
学
校
・
高
等
学
校

15
『
改
悔
文
講
義
』

一
七



【
員
数
】
一
冊

【
品
質
形
状
】
紙
本
墨
書

冊
子
装

【
法
量
】
縦
二
四
・
三
セ
ン
チ

横
一
六
・
四
セ
ン
チ

【
内
容
】
改
悔
文
の
講
義
録

（
表
紙
題
箋
）
墨
書
「
宗
部
第
一

改
悔
文
講
義

全
」

（
最
終
頁
）
墨
書
「
于
時
明
治
十
有
六
年
六
月
於
筑
後
教
校
三
等
教
授
島
添

潜
龍
氏
之
教
授
ニ
依
テ
見
聞
ス
ル
所
ヲ
兼
テ
觧
之
訖

聊
文
之
不
顧
是
非
記
之
諸
人
勿
為
嘲
笑
矣

大
日
本
帝
國
西
海
道
筑
前
国
怡
土
郡
三
坂
邨

真
宗
大
谷
派
普
賢
寺
三
男

吉
冨
那
珂
麿
」

（
最
終
頁
印
章
）
「
吉
冨
」（
朱
文
円
印
）

「
吉
冨
仲
丸
」（
朱
文
方
印
）

【
作
者
】
水
月
哲
英

【
制
作
年
】
明
治
十
六
年
（
一
八
八
三
）

【
解
説
】

表
紙
付
き
で
製
本
さ
れ
て
い
る
稿
本
で
あ
る
。
本
願
寺
第
八
世
蓮
如
（
一
四
一

五
〜
一
四
九
九
）
の
「
改
悔
文
」
に
つ
い
て
、
明
治
十
六
年
（
一
八
八
三
）
に
筑

後
教
校
で
教
授
の
島
添
潜
龍
が
行
っ
た
講
義
を
聴
講
し
て
書
き
記
し
た
も
の
で
あ

る
。筑

後
教
校
は
真
宗
大
谷
派
が
設
置
し
た
仏
教
中
学
で
あ
る
。
そ
の
筑
後
教
学
で

の
講
義
に
つ
い
て
知
れ
る
貴
重
な
資
料
で
あ
る
。

【
所
在
】
筑
紫
女
学
園
中
学
校
・
高
等
学
校

16
『
倫
理
学
ノ
ー
ト
』

【
員
数
】
一
冊

【
品
質
形
状
】
紙
本
ペ
ン
書

横
書

ク
ロ
ス
表
装

【
法
量
】
縦
二
〇
・
三
セ
ン
チ

横
一
六
・
二
セ
ン
チ

33丁目表
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八



【
内
容
】
倫
理
学
の
ノ
ー
ト

（
識
語
）
ペ
ン
書
「
明
治
卅
五
年
十
一
月
ヨ
リ
編
ス

水
月
哲
英
」

【
作
者
】
水
月
哲
英

【
制
作
年
】
未
詳

【
解
説
】

明
治
三
十
五
年
（
一
九
〇
二
）
十
一
月
、
第
四
仏
教
中
学
福
岡
分
教
場
に
教
頭

と
し
て
赴
任
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。
哲
英
、
三
十
五
歳
の
時
で
あ
る
。
赴
任
し
て

間
も
な
く
書
か
れ
た
こ
の
ノ
ー
ト
は
、
英
語
交
じ
り
の
文
章
が
細
か
な
字
で
書
か

れ
て
い
る
。

若
い
こ
ろ
か
ら
漢
学
に
親
し
ん
だ
哲
英
で
あ
っ
た
が
、
仏
教
中
学
で
は
西
洋
の

倫
理
学
に
つ
い
て
指
導
し
た
よ
う
で
あ
る
。
漢
学
や
仏
教
な
ど
の
東
洋
哲
学
の
み

な
ら
ず
西
洋
哲
学
も
理
解
し
て
い
た
こ
と
に
な
る
。
こ
の
幅
広
い
知
識
か
ら
哲
英

独
自
の
教
育
理
念
が
結
実
し
た
の
だ
ろ
う
。

【
所
在
】
筑
紫
女
学
園
中
学
校
・
高
等
学
校

17
『
回
想
録
』

【
員
数
】
一
冊

【
品
質
形
状
】
紙
本
印
刷

冊
子
装

【
法
量
】
縦
二
二
・
〇
セ
ン
チ

横
一
四
・
七
セ
ン
チ

【
内
容
】「
回
想
録
」
の
抜
き
刷
り

【
作
者
】
水
月
哲
英

【
制
作
年
】
未
詳

【
解
説
】

校
友
誌
『
筑
紫
』
第
二
十
五
号
（
昭
和
十
一
年
﹇
一
九
三
六
﹈
三
月
）
に
寄
せ

て
書
い
た
回
想
録
の
抜
き
刷
り
で
あ
る
。

こ
の
昭
和
十
年
（
一
九
三
五
）
十
月
十
九
日
に
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
の
新
校
舎

の
完
成
と
卒
業
生
が
三
千
人
に
な
っ
た
こ
と
を
記
念
し
た
式
典
が
開
か
れ
た
。
祝

賀
会
に
続
い
て
、
学
園
創
設
以
来
の
支
援
者
や
教
職
員
、
卒
業
生
、
在
校
生
の
物

故
者
の
追
悼
会
、
そ
し
て
卒
業
生
大
会
が
開
か
れ
、
一
つ
の
区
切
り
を
迎
え
た
。

そ
こ
で
哲
英
は
学
園
創
設
の
い
き
さ
つ
や
、
学
園
の
歴
史
を
ま
と
め
た
。
こ
の
文

章
の
一
言
一
句
か
ら
は
、
哲
英
の
女
子
教
育
へ
の
並
々
な
ら
ぬ
思
い
が
伝
わ
っ
て

く
る
。

【
所
在
】
筑
紫
女
学
園
中
学
校
・
高
等
学
校

一
九



1枚目

18

書
簡

【
員
数
】
一
通

【
品
質
形
状
】
原
稿
用
紙
墨
書

【
法
量
】（
書
簡
一
紙
目
）
縦
二
五
・
〇
セ
ン
チ

横
三
五
・
七
セ
ン
チ

【
内
容
】

（
日
付
）
四
月
廿
八
日

（
差
出
）
水
月
哲
英

（
宛
先
）
吉
冨
護
城

（
文
面
）
拝
啓

永
代
経
の
節
ハ
御
蔭
で
来
詣
人
も
多
く
同
行
も
よ
ろ
こ
び
ま

2枚目

封筒

二
〇



Ａ表Ｂ表 Ａ裏

し
た
。
右
御
礼
申
上
げ
ま
す
。
偖
て
あ
や
を
帰
談
の
義
先
日
貴
殿
よ
り

承
は
り
候
処
で
ハ
男
子
十
一
才
の
子
供
一
人
と
聞
き
ま
し
た
が
桂
以
前

の
話
で
ハ
四
才
の
子
供
や
る
や
に
聞
い
た
事
あ
り
ま
し
た
。
よ
く
お
調

べ
な
さ
い
。
皆
の
意
見
に
小
生
ハ
賛
成
し
ま
せ
う
。
偖
て
い
よ
〳
〵
や

る
事
に
決
定
し
ま
し
た
ら
衣
料
切
符
は
百
二
十
五
点
迄
■
■
■
其
筋
よ

り
下
る
と
新
聞
に
あ
り
ま
し
た
か
ら
其
切
符
の
下
る
様
に
一
番
最
初
に

其
筋
に
申
込
み
下
さ
い
（
衣
料
切
符
は
末
永
の
方
も
警
固
の
方
も
一
点

も
あ
り
ま
せ
ん
か
ら
）
尚
其
衣
料
切
符
と
寸
法
書
を
加
布
里
に
送
り
な

さ
い
。
そ
し
て
加
布
里
■
■
が
買
ひ
済
み
に
な
っ
た
ら
其
切
符
と
寸
法

書
き
と
及
び
加
布
里
で
買
は
せ
た
品
物
は
何
々
で
あ
る
と
警
固
の
方
へ

知
ら
せ
て
下
さ
い
。
小
生
ハ
尚
胃
腸
が
悪
い
の
で
五
月
十
二
日
頃
に
帰

校
致
し
ま
す
か
ら
其
義
で
し
た
ら
末
永
の
方
へ
送
っ
て
下
さ
い
。

【
作
者
】
水
月
哲
英

【
解
説
】

哲
英
か
ら
吉
冨
護
城
に
宛
て
た
書
簡
で
あ
る
。
19
も
吉
冨
宛
て
の
葉
書
が
あ

る
。こ

の
書
簡
は
衣
料
切
符
に
つ
い
て
記
さ
れ
て
い
る
。
衣
料
切
符
は
昭
和
十
七
年

（
一
九
四
二
）
か
ら
約
十
年
の
制
度
な
の
で
、
そ
の
間
の
も
の
だ
ろ
う
。

加
布
里
と
い
う
の
は
、
哲
英
の
弟
で
あ
る
教
英
が
入
寺
し
て
い
る
正
入
寺
（
浄

土
真
宗
本
願
寺
派
、
糸
島
市
加
布
里
）
を
指
し
、
末
永
は
哲
英
の
西
光
寺
（
糸
島

市
末
永
）
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

19

葉
書

二
一



Ｂ裏Ｃ表Ｃ裏

【
員
数
】
葉
書
三
葉

Ａ【
品
質
形
状
】
葉
書
墨
書

【
法
量
】
縦
一
四
・
一
セ
ン
チ

横
九
・
〇
セ
ン
チ

【
内
容
】

（
日
付
）
八
月
二
十
六
日

（
差
出
）
水
月
哲
英

（
宛
先
）
吉
冨
円
証

Ｂ【
品
質
形
状
】
葉
書
墨
書

【
法
量
】
縦
一
四
・
一
セ
ン
チ

横
九
・
一
セ
ン
チ

【
内
容
】

（
日
付
）
八
月
二
十
六
日

（
差
出
）
水
月
哲
英

（
宛
先
）
吉
冨
護

Ｃ【
品
質
形
状
】
葉
書
墨
書

【
法
量
】
縦
一
四
・
〇
セ
ン
チ

横
九
・
〇
セ
ン
チ

【
内
容
】

（
日
付
）
昭
和
十
九
年
四
月
十
九
日

（
差
出
）
水
月
哲
英

（
宛
先
）
吉
冨
護
城

【
解
説
】

哲
英
が
書
い
た
葉
書
三
通
で
あ
る
。
三
通
と
も
同
じ
住
所
で
あ
る
の
で
、
哲
英

二
二



の
実
家
で
あ
る
普
賢
寺
（
真
宗
大
谷
派
）
へ
送
っ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
Ａ
は
哲

英
の
義
兄
で
あ
る
吉
冨
円
証
（
父
円
信
と
前
妻
み
つ
と
の
間
の
子
）
に
宛
て
た
も

の
で
あ
る
。
東
京
か
ら
出
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
の
で
、
哲
英
の
帝
大
時
代
に
出
さ

れ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
Ｂ
・
Ｃ
は
吉
冨
護
城
宛
に
送
っ
た
も
の
で
あ
る
。

【
所
在
】
筑
紫
女
学
園
中
学
校
・
高
等
学
校

20

車
椅
子

【
員
数
】
一
台

【
解
説
】

明
治
三
十
三
年
（
一
九
〇
〇
）
十
月
八
日
、
西
本
願
寺
か
ら
ア
メ
リ
カ
駐
在
の

辞
令
を
受
け
た
哲
英
は
渡
米
し
、
同
年
十
二
月
十
四
日
に
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
に

到
着
し
た
。
当
時
の
西
海
岸
に
は
二
万
人
ほ
ど
の
在
米
邦
人
が
お
り
、
彼
ら
の
ほ

と
ん
ど
が
日
雇
い
労
働
者
で
あ
っ
た
。
彼
ら
の
た
め
に
法
話
会
を
催
す
他
に
英
語

学
校
の
運
営
を
行
い
、
教
育
と
就
職
の
斡
旋
な
ど
も
し
て
い
た
。
ま
た
雑
誌
『
米

国
仏
教
』
の
編
集
な
ど
も
行
っ
て
い
た
。
さ
ら
に
は
ア
メ
リ
カ
人
の
仏
教
信
者
の

会
で
あ
る
「
三
宝
会
（
ダ
ル
マ
・
サ
ン
ガ
・
オ
ブ
・
ブ
ッ
ダ
）」
の
会
長
と
し
て
、

講
演
会
や
研
究
会
を
催
し
、
精
力
的
に
開
教
活
動
に
従
事
し
て
い
た
。
そ
ん
な
激

務
の
中
の
明
治
三
十
四
年
（
一
九
〇
一
）
六
月
二
十
七
日
、
階
段
を
踏
み
外
し
転

落
し
た
。
そ
の
際
、
脊
髄
を
損
傷
し
寝
た
き
り
状
態
と
な
っ
た
。
九
月
に
ア
メ
リ

カ
駐
在
の
任
が
解
か
れ
、
そ
し
て
十
月
三
十
一
日
に
帰
国
す
る
た
め
に
船
出
し

た
。こ

の
車
椅
子
は
帰
国
の
船
中
で
使
用
し
た
も
の
で
あ
る
。
椅
子
の
四
つ
の
足
の

底
に
車
が
付
い
て
い
る
。
自
力
で
動
か
せ
ず
、
常
に
誰
か
に
押
し
て
も
ら
わ
ね
ば

な
ら
な
い
。

【
所
在
】
筑
紫
女
学
園
中
学
校
・
高
等
学
校

21

松
葉
杖

【
員
数
】
二
本
一
組

二
三



【
解
説
】

明
治
三
十
四
年
（
一
九
〇
一
）
十
一
月
二
十
日
、
哲
英
は
ア
メ
リ
カ
か
ら
帰
国

し
た
。
す
ぐ
に
西
本
願
寺
築
地
別
院
に
赴
き
明
如
法
主
の
ね
ぎ
ら
い
の
言
葉
を
受

け
た
。
そ
の
後
、
東
京
大
学
病
院
に
四
十
日
間
入
院
し
、
懸
命
な
リ
ハ
ビ
リ
に
励

み
、
松
葉
杖
で
歩
行
が
出
来
る
よ
う
に
な
っ
た
。
こ
れ
は
そ
の
時
の
松
葉
杖
で
あ

る
。こ

の
松
葉
杖
を
使
っ
た
の
は
ほ
ん
の
僅
か
な
時
期
だ
と
思
わ
れ
る
が
、
そ
れ
を

大
事
に
残
し
て
い
た
こ
と
に
な
る
。
哲
英
に
と
っ
て
こ
の
松
葉
杖
は
自
身
の
再
起

を
象
徴
す
る
大
切
な
思
い
出
の
品
だ
っ
た
の
だ
ろ
う
。

【
所
在
】
筑
紫
女
学
園
中
学
校
・
高
等
学
校
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肖
像
画

【
員
数
】
一
面

【
品
質
形
状
】
キ
ャ
ン
バ
ス
地
油
彩

額
装

【
法
量
】
縦
七
一
・
二
セ
ン
チ

横
五
九
・
二
セ
ン
チ

【
作
者
】
杉
江
春
男

【
制
作
年
】
未
詳

【
解
説
】

学
園
に
所
蔵
さ
れ
て
い
る
肖
像
写
真
は
ほ
と
ん
ど
が
左
前
か
ら
の
も
の
で
あ

る
。
し
か
し
こ
の
肖
像
画
は
正
面
か
ら
描
か
れ
て
お
り
、
珍
し
い
も
の
と
い
え
る

だ
ろ
う
。

作
者
の
杉
江
春
男
（
一
八
八
八
〜
一
九
四
五
）
は
、
福
岡
中
学
（
現
在
の
県
立

福
岡
高
校
）
の
教
師
で
あ
る
。
東
京
に
生
ま
れ
、
明
治
四
十
年
（
一
九
〇
七
）
に

東
京
美
術
学
校
西
洋
画
科
予
備
科
に
仮
入
学
し
、
後
に
本
科
に
入
り
、
卒
業
後
も

研
究
科
に
籍
を
置
い
た
。
大
正
八
年
（
一
九
一
九
）
に
福
岡
中
学
に
図
画
教
師
に

赴
任
し
た
。
生
涯
、
中
央
の
美
術
団
体
に
属
せ
ず
、
福
岡
で
教
育
活
動
に
専
念
し

た
。描

か
れ
て
い
る
哲
英
の
胸
に
は
褒
章
の
正
章
が
付
け
ら
れ
て
い
る
。
哲
英
が
教

育
功
労
者
と
し
て
藍
綬
褒
章
を
賜
っ
た
の
は
昭
和
三
年
（
一
九
二
八
）
で
あ
る
の

で
、
そ
れ
以
降
に
描
か
れ
た
も
の
だ
ろ
う
。

【
所
在
】
筑
紫
女
学
園
中
学
校
・
高
等
学
校

二
四



正面

背面

底面
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肖
像
画

【
員
数
】
一
面

【
品
質
形
状
】
キ
ャ
ン
バ
ス
地
油
彩

額
装

【
法
量
】
縦
七
一
・
六
セ
ン
チ

横
五
九
・
三
セ
ン
チ

【
作
者
】
光
安
浩
行

【
解
説
】

哲
英
の
肖
像
写
真
を
も
と
に
描
い
た
と
思
わ
れ
る
肖
像
画
で
あ
る
。

作
者
の
光
安
浩
行
（
一
八
九
一
〜
一
九
七
〇
）
は
福
岡
市
に
生
ま
れ
、
中
学
修

猷
館
（
現
在
の
修
猷
館
高
校
）
を
卒
業
し
た
後
に
、
太
平
洋
画
会
研
究
所
に
通
い

中
村
不
折
（
一
八
六
六
〜
一
九
四
三
）
や
岡
精
一
（
一
八
六
八
〜
一
九
四
四
）
に

師
事
し
た
。
和
田
三
造
（
一
八
八
三
〜
一
九
六
七
）
ら
の
在
京
の
福
岡
出
身
者
で

筑
前
美
術
展
を
開
い
た
。
ま
た
、
示
現
会
の
設
立
に
参
加
し
て
い
る
。

光
安
が
修
猷
館
の
大
先
輩
で
あ
る
哲
英
の
肖
像
画
を
描
い
て
い
る
こ
と
に
縁
を

感
じ
る
。

【
所
在
】
筑
紫
女
学
園
中
学
校
・
高
等
学
校
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胸
像

【
員
数
】
一
躯

【
品
質
形
状
】
銅
鋳
造

二
五



【
法
量
】
縦
一
八
・
〇
セ
ン
チ

横
一
一
・
一
セ
ン
チ

奥
一
一
・
〇
セ
ン
チ

【
銘
文
等
】
背
側
表
面
陰
刻
銘
「
水
月
哲
英
」

左
肩
表
面
陽
刻
名
「
え
い
ち
」

【
作
者
】
未
詳

【
制
作
年
】
未
詳

【
解
説
】

哲
英
の
銅
製
の
胸
像
で
あ
る
。
作
者
と
銘
と
思
わ
れ
る
の
が
左
肩
に
彫
ら
れ
た

「
え
い
ち
」
で
あ
る
が
、
こ
の
人
物
に
関
し
て
は
未
詳
で
あ
る
。

穏
や
か
な
表
情
を
し
て
お
り
、
哲
英
の
人
柄
を
忍
ば
せ
る
も
の
で
あ
る
。

【
所
在
】
筑
紫
女
学
園
中
学
校
・
高
等
学
校
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記
念
碑

【
員
数
】
一
基

【
品
質
形
状
】

（
全
体
）
石
製

（
肖
像
）
銅
鋳
造

【
法
量
】（
肖
像
）
縦
四
九
・
八
セ
ン
チ

横
四
七
・
八
セ
ン
チ

【
銘
文
等
】
表
面
陰
刻
「
創
業
者
水
月
哲
英
校
長
先
生
」

背
面
陰
刻
「
創
立
五
十
周
年
記
念

昭
和
丗
二
年
仲
秋
」

【
作
者
】
未
詳

【
制
作
年
】
昭
和
三
十
二
年
（
一
九
五
七
）

【
解
説
】

筑
紫
女
学
園
の
創
立
五
十
周
年
を
記
念
し
て
作
ら
れ
た
石
碑
で
あ
る
。
表
側
に

銅
製
の
肖
像
レ
リ
ー
フ
が
は
め
込
ま
れ
、
そ
の
下
に
は
「
創
業
者
水
月
哲
英
校
長

先
生
」
の
文
字
が
彫
ら
れ
て
い
る
。
ま
た
背
面
に
は
「
創
立
五
十
周
年
記
念

昭

和
丗
二
年
仲
秋
」と
彫
ら
れ
て
お
り
、
こ
の
石
碑
が
昭
和
三
十
二
年（
一
九
五
七
）

八
月
に
作
ら
れ
た
こ
と
が
分
か
る
。

現
在
は
中
学
・
高
校
の
中
庭
に
設
置
し
て
あ
る
。

【
所
在
】
筑
紫
女
学
園
中
学
校
・
高
等
学
校

二
六



外観

額

正面

内部

26

茶
室
「
洗
心
庵
」

【
員
数
】
一
軒

【
構
造
及
び
形
式
等
】
木
造
平
屋
建
。
瓦
葺
一
部
銅
板
葺
。
二
間
。

【
面
積
】
建
築
面
積
三
十
八
平
方
メ
ー
ト
ル

【
施
工
】
井
上
弥
六

【
竣
工
】
昭
和
十
五
年
（
一
九
四
〇
）。
平
成
十
五
年
（
二
〇
〇
三
）
改
修
。

【
解
説
】

中
学
校
・
高
等
学
校
の
敷
地
内
に
あ
る
茶
室
で
あ
る
。
学
園
の
創
立
三
十
周
年

記
念
及
び
哲
英
の
古
希
の
祝
賀
記
念
と
し
て
造
ら
れ
た
。
学
内
組
織
の
精
華
会
の

礼
法
部
に
お
い
て
茶
道
を
学
ん
で
い
た
。
哲
英
が
茶
道
を
重
ん
じ
て
い
た
こ
と
が

伺
え
る
。

「
洗
心
」
は
儒
教
の
経
典
『
易
経
』
に
見
え
る
語
で
、「
心
の
汚
れ
や
雑
念
を

取
り
除
く
」
と
い
う
意
味
で
あ
る
。
茶
道
を
通
し
て
人
格
の
修
養
を
期
待
し
て
い

た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

平
成
二
十
三
年
（
二
〇
一
一
）
三
月
十
日
に
国
指
定
登
録
有
形
文
化
財
（
建
造

物
）
に
登
録
さ
れ
て
い
る
。

【
所
在
】
筑
紫
女
学
園
中
学
校
・
高
等
学
校

二
七



水
月
哲
英
略
年
譜

【
凡
例
】

一
、
本
年
譜
は
、
水
月
哲
英
の
事
項
お
よ
び
目
録
に
関
わ
る
事
項
を
中
心
に
年
代

順
に
ま
と
め
た
年
譜
で
あ
る
。

二
、
本
年
譜
は
本
拓
哉
が
作
成
し
た
。
水
月
哲
英
の
略
歴
を
整
理
す
る
に
あ
た
り

水
月
昭
道
氏
（
筑
紫
女
学
園
理
事
、
西
光
寺
住
職
）
の
協
力
を
得
た
。

【
主
な
参
考
文
献
】

・
水
月
文
英
『
回
想
録
』（
花
田
弥
郎
・
芹
川
乵
編
輯
、
筑
紫
女
学
園
、
一
九
七

二
年
二
月
）

・『
崇
信

筑
紫
女
学
園
の
宗
教
教
育
』（
筑
紫
女
学
園
、
二
〇
〇
七
年
五
月
）

・
筑
紫
女
学
園
百
年
史
編
集
委
員
会
『
筑
紫
女
学
園
百
年
史
』（
筑
紫
女
学
園
、

二
〇
〇
九
年
五
月
）

（
き
も
と

た
く
や：

人
間
文
化
研
究
所

客
員
研
究
員
）

明
治
元
年

十
四
年

十
六
年

十
八
年

二
十
年

二
十
四
年

二
十
八
年

一
八
六
八

一
八
八
一

一
八
八
三

一
八
八
五

一
八
八
七

一
八
九
一

一
八
九
五

二
月
二
日
、
普
賢
寺
（
大
谷
派
、
糸
島
市
）
に
生
ま
れ

る
。父
は
第
十
三
世
住
職
の
吉
冨
円
信
で
、母
は
ま
つ
。

幼
名
は
仲
丸
。

筑
後
教
校
（
久
留
米
真
宗
中
学
）
に
入
学
。

七
月
、
修
文
館
（
塾
主
藐
姑
射
徳
令
）
に
入
門
。

萬
有
家
塾
（
塾
主
蒲
池
徳
譲
）
に
移
る
。

一
月
、
福
岡
県
立
修
猷
館
（
修
猷
館
高
等
学
校
）
に
入

学
。

八
月
、
熊
本
の
第
五
高
等
学
校（
熊
本
大
学
）に
入
学
。

西
光
寺
（
本
願
寺
派
、
糸
島
市
）
の
水
月
僧
澄
の
娘
チ

ヨ
と
結
婚
、
水
月
姓
と
な
る
。

九
月
、東
京
帝
国
大
学
文
科
大
学（
東
京
大
学
）に
入
学
。

三
十
二
年

三
十
三
年

三
十
四
年

四
十
年

大
正
五
年

十
年

昭
和
四
年

六
年

八
年

九
年

十
年

十
五
年

二
十
一
年

二
十
三
年

一
八
九
九

一
九
〇
〇

一
九
〇
一

一
九
〇
七

一
九
一
六

一
九
二
一

一
九
二
九

一
九
三
一

一
九
三
三

一
九
三
四

一
九
三
五

一
九
四
〇

一
九
四
六

一
九
四
八

四
月
、北
蒲
原
中
学
校（
新
潟
県
立
新
発
田
高
等
学
校
）

に
教
員
と
し
て
赴
任
。

西
本
願
寺
か
ら
桑
港
仏
教
青
年
会
の
会
長
と
し
て
米
国

駐
在
の
辞
令
を
受
け
、
渡
米
。

六
月
、
階
段
か
ら
転
落
し
、
脊
髄
を
損
傷
。

十
一
月
、
帰
国
。

第
四
仏
教
中
学
福
岡
分
教
場
の
教
頭
に
な
る
。

四
月
、
筑
紫
女
学
校
を
開
学
。

五
月
、
筑
紫
高
等
女
学
校
へ
改
組
。

馬
奈
木
文
助
を
長
女
キ
ク
ノ
の
婿
と
し
、
西
光
寺
に
迎

え
る
。
法
名
は
文
英
。

西
光
寺
の
本
堂
、
庫
裏
が
全
焼
。

二
月
、
藍
綬
褒
章
を
受
け
る
。

県
教
育
会
長
よ
り
記
念
品
・
顕
彰
状
を
贈
呈
さ
れ
る
。

四
月
、
学
園
仏
教
青
年
会
を
創
設
。

十
一
月
、
帝
国
教
育
会
五
十
周
年
記
念
に
際
し
、
表
彰

を
受
け
る
。

十
二
月
、
福
岡
市
教
育
会
長
よ
り
慶
彰
状
を
受
け
る
。

十
月
、
全
国
中
等
学
校
恩
給
財
団
理
事
長
よ
り
表
彰
を

受
け
る
。

『
石
門
先
生
』
を
発
刊
。

鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
の
新
校
舎
が
完
成
。

洗
心
庵
、
落
成
。

三
月
、
校
長
の
職
を
文
英
に
譲
り
、
勇
退
す
る
。

四
月
二
十
一
日
、
逝
去
。

五
月
一
日
、
学
校
講
堂
に
て
校
葬
。 二

八
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